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外国為替の意義起源とメカニズム
木 村 滋
まえがき
議論はつねに始めに，用いられる概念の明確な定義を要求する。しかし定
義それ自体が硬直的であるべしという理由は存在しない。社会制度というも
のは，その中の事象や概念に与えられた定義を乗り越えて歴史的に発展を遂
げている。したがって社会制度上の概念が形骸化してもはや用をなさないも
のもあれば，他方で新しい概念も生成しつつある。しかし，なんらかの概念
が歴史とともに生きつづけて行くためには，それは社会制度の発達に即応し
て改められなければならないであろう。 「外国為替」という概念の定義とて
も例外ではない。今日テレックスや外貨預金取引等の発達は外国為替に新し
い定義を要求している。第 1節で，従来とは異なる仕方で外国為替を定義し
よう。それは古くして新しい本質的な定義とも言えよう。さらにその新しい
定義によって外国為替の起源を尋ねる。第 2節では，外国為替のメカニズム
を図解的にかつ実務的・会計的な面をも加えて説明する。
第1節外国為替の意義と起源
「外国為替」 (ForeignExchange) という言葉は，時には外国為替の仕組
(Mechanism)ないし制度を指し，あるいは外国為替手形，郵便付替，電信為
替等の外国為替手段を意味し，さらには外国為替の取引活動ないしは外国為
替相場を表わす場合がある。しかしながら場合に応じて「外国為替」がこの
いずれを指しているかは少し注意すれば容易に了解しうるものである。
そもそも「為替」(Exchange)の意味は，日本語の「為替」においても，英
語の “Ex~ge'’ においても共に，「交換」という意味と「現金を現送せずに
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隔地者間の債権・債務を決済する方法」という意味とを有しているが，後者
はそのような制度が生じて以来のものであるから，本来は交換を意味したも
(1) 
のであろう。こうした本来の交換という意味に依拠して「外国為替」を定義
すれば，それは何と何との交換かと言えば「異国通貨の交換」であり，した
がって外国為替相場とほ「異国通貨の交換比率」を指すと言い得るであろう。
ところでこうした端的な表現には却って説明さるべき多くのものを含んでい
る。この意義が文字通り妥当したのは，古代の異国鋳貨の両替の時代に遡ら
なければならない。今日の外国通貨の両替取引はその金額も少なく外国為替
取引上の特殊部門に過ぎない。社会の必要性と人間の叡智は幾多の便利な社
会制度を生みだしたが，こうした異国通貨の交換においても，現金の現送上
の危険と費用を排除する便利な方法，すなわち外国為替手形その他の手段を
用いる仕組を生みだし，隔地者間の債権・債務の決済が一般的にこの方法に
よることとなると，外国為替とは「現金の現送によらずに異国通貨地域の隔
地者間の債権・債務を決済する方法ないし手段」と定義するのが一般的とな
ったのである。ところでこうした手形等の支払手段による隔地者間の決済方
法が，直接手から手によるものではなく，そうした媒介手段による間接的な
ものとはいえ，結果的•最終的には異国通貨の交換，つまりー通貨から他通
貨への転換という機能がそれによって果たされているのである。
「債権・債務の決済」という見方はどちらかといえば送金人と受取人，輸
出業者と輸入業者といった非銀行顧客の立場から見たものであって，その媒
介機関としての為替銀行が単なるそれらのカバー取引に限らず，自らも為替
裁定や金利裁定，あるいは持高調整や資金調整等の目的で為替取引を行なっ
ている事実からすれば，そうした債権・債務の決済という仕組としての見方
よりもむしろ外国為替という「外貨請求権ないし外貨」それ自体の売買と解し
た方がよりふさわしく，その売買が邦貨もしくは他の外貨を対価とするもの
であってみれば，外国為替は直接的なあるいは手形その他の支払手段を用い
(1) 足立禎氏も引用されるように（註2で挙げた文献中で），大言海かわせ（為替）
の項に「交（力）ふノ使役ノ，交（力）はするノ名詞形，かはせニテ，交換セシム
ルノ意ナリ。」とある。
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る間接的な一通貨から他通貨への転換，すなわち「異国通貨の交換」と定義
する方がより一般的と言えよう。
増井・傍島教授は外国為替を定義して一国における現在貨幣と他国におけ
る将来貨幣（すなわち手形，電信通知の如き一定の信用形式における外国貨
幣請求権。外国通貨そのものも，それが他国にある限り一種の将来貨幣と見
(2) 
られる）との交換取引である」と述べ，足立禎氏も「市場を通じての外貨債
(3) 
権の売買である」と定義しているが，いずれも異国通貨地域における隔地者
間の債権・債務の決済という為替の仕組ないし機能に着目するよりもむしろ
外国為替の取引それ自体の面から見て取引対象を一般的に規定したものと言
うことができよう。こうした見方の違いの変遷ほ次の二つの辞典にもよくあ
らわれている。
1888年の Websterの辞典においてほ， Exchangeほ “Theprocess of settling 
accounts or debts between parties residing at a distant from each other, 
without the intervention of money, by exchanging orders or drafts, called 
foreign bils,…’'と定義されているが， 1966年の ENCYCLOP}EDIABrita-
nica, A New Survey of Universal Knowledgeでは “Theterm foreign 
exchange denotes foreign money or any liquid claim on foreign money, such 
as a bil of exchange, that is offered for sale on the foreign exchange market 
where it may be bought with domestic money…’'というように説明されて
いる。両者の相違は明らかであろう。
アインチッヒは外国為替を定義して，「一国の通貨を他国通貨に交換したり，
あるいほ資金を一国から他国へ移転させる組織あるいはその過程」 (Foreign 
Exchange単数） および「通貨相互間の交換および国際的資金移動のために
用いられる支払手段，またはそのような手段で取引を行なう活動」 (Foreign 
(4) 
Exchanges複数）と述べているが，この定義の中には異国通貨の直接交換の
(2) 増井光蔵・傍島省三，外国為替論，昭和12年， 1, 9頁。
(3) 足立 禎，同氏訳， E・ゾーメン先物為替理論の訳者解説， 1968年， 122頁。
東京銀行調査部編，新銀行実務講座第8巻外国為替，第 1章，昭和42年。
(4) P. Einzig, A. Textbook on Foreign Exchange, 1966, p. 237. 東京銀行調査
部訳，アインチッヒ外国為替入門，昭和42年， 218頁。
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面と国際資金移動のための現金現送に代わる支払手段の取引の面とが包摂さ
れている。
こうした外国為替の定義の仕方の相違は重要である。例えば，外国為替相
場は手形の売買価格であり，一国通貨と他国通貨の交換比率にすぎない両替
比率と混同すべきでないとし，中世の「法王の商人」 (pope'smerchants) の
振り出した手形こそ近代的な手形制度の端緒であると同時に，為替取引の端
(5) 
緒でもあったと主張する立場は，古代の異国鋳貨の両替取引を外国為替取引
としては認めないものと解される。他方，アインチッヒの定義はかかる異国
通貨の両替取引を含み，そうすることによってわれわれほ，外国為替の発展
に寄与した古代からの両替商の役割の評価も可能とされるのである。こうし
た定義の相違は必然的に外国為替の起源についての解釈に相違をもたらすの
であるが，この点についてやり詳しく尋ねてみよう。
そもそも異国鋳貨の両替取引としての外国為替の起源は，対外支払の初期
形態である物々交換から秤量貨幣の交換を経て，個数貨幣の交換の段階，ァ
インチッヒの言葉を藉れば，「ある社会の通貨が，一つの通貨単位の価値を他
の通貨単位で表わすそれらの間の為替相場を基にして，他の社会の通貨と交
(6) 
換されるにいたった」その段階に始めて認められるのである。本格的な鋳造
貨幣は紀元前700年頃リュディアで発明されたと言われ，そのギゲス王 (King
Gyges,前716-678年）がエレクトロン (Elektron)と呼ばれる金銀合金に王の
印章を刻して目方，純度の国家保証を与えたのである。次いで鋳貨は最初小
アジアの西海岸ギリシヤ商業国家で，さらにエーゲ海諸島，ギリシャ大陸，
地中海沿岸の諸国にまで広がり，またペルシヤ人，カルタゴ人，エジプト人
たちもギリシャ文化圏との密接な関係を通じて刺激され，個有の鋳貨を持ち
始めた。これらの鋳貨が段々と信頼を受けるにつれて，紀元前 5,6世紀頃
には国際取引において個数計算によって譲渡されるにいたった時，外国為替
相場に基づく異国鋳貨の交換としての外国為替の起源がそこに認められたの
(5) 小野朝男，外国為替，昭和32年， 4, 13頁。
(6) P. Einzig, The History of Foreign Exchange, 1962, p. 14. 小野朝男・村岡
俊三訳，アインチッヒ外国為替の歴史，昭和40年， 17頁。
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である。
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ところでかかる外国為替業務に従事したのは地金業者の機能も兼ね備えた
両替商 (money-changers) であった。イスラエルの両替商はそのギルドの会
員たることを示す鋳貨のイヤリングを付けて週市で働いた。貿易や旅行，ぁ
るいは海外のユダヤ人からのエルサレム神殿庫への貢納から生ずる鋳貨の流
入は外国為替取引を生じさせた。ギリシャの都市国家ではそれぞれ自国の鋳
貨を有していたので外国鋳貨の取引が行なわれた。アテネの両替業者は，そ
の商売に用いた仕事台にちなんでトラペジタ (trapezita) (trapeza=table) と
呼ばれた。アテネにおいてほ後世の為替取引所 (bourse,exchange)と似た一
定の集合場所での定期的な会合がもたれた。ローマでも紀元前 5歯紀頃から
アルゲンタリウス (argentarii)と呼ばれた両替商が存在し，定期的に取引所に
似た会合を開いていた。後述するように，こうした両替取引と並んで通貨以
外の支払手段を用いた振替取引の例も散見されるとはいえ，古代では外国為
替取引は鋳貨取引が一般的であった。ローマの金貨アウレウス (aureus)や銀
(8) 
貨デナリウス (denari匹）は各地で名声をもつ国際通貨であった。
ところが中世に入るや， 3世紀以来の不安定な政治状態のために，既に西
. (9) 
ローマ帝国の滅亡 (476年）の頃にほ，ネロ (Nero,37-68年）に始まる数百
年にわたる悪鋳や，暗黒時代の貿易萎縮のため外国為替取引は衰退したが，
11世紀の頃には両替商が再び重要な職業となり，彼らはキャムビアトレス
(cambiatores)，キャムフ゜ソレス (campsores)，バンカリィ (bancari)，タブラリィ
(tabulari) などと呼ばれ， また古代ギリシャ語のトラペジタ (trapezitai)さ
(7) H. Lipfert, Internationaler Devisen-und Geldhandel, 1967, SS. 234-5. Einzig, 
ibid., pp. 12ー15.邦訳14-7頁。
(8) Einzig, ibid., pp. 21-2.邦訳24-7頁。
(9) ネロは紀元64年ローマの大火後闇髪を入れず，デナリウス貨の純分を10％ほど
切り下げ，他方アウレウス貨とデナリウス貨双方の目方を引き下げ，ローマの再建
資金をその利潤からまかなった。エジプトのクレオパトラ (Cleopatra)は，その治
世（前51ー 30年）の末頃， ドラクマ貨の額面価格を 4ドラクマに呼称を引き上げ，
75％だけ貶質し，その利潤で栄耀栄華の資金を得た。 Einzig, ibid., pp. 35-6. 邦
訳41-3頁。
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え用いられた。彼らは為替業務と共に，地金，貸付，預金等の業務も営み，
ローマや法王庁の置かれたアヴィニョンは重要な外国為替センターとなり，
キリスト教世界の地方からの渡来者たちはそこで自国鋳貨を両替した。スペ
イン，フランドル，中東，インド，中国にも中世の両替業が盛行した。しか
しながら，ローマ帝国の崩壊によって衰退した商取引が漸次回復するにつれ
て，外国為替しまかかる鋳貨交換では不十分なものとなり， 12世紀以降それは
(10) 
次第に手形取引の形態をとるようになったのである。
こうした鋳貨取引に対して，通貨以外の支払手段による外国為替の起源は
一層古く遡り得るかも知れない。ハムラビ王 (KingHammurabi) 治世（前
21世紀）の第 1年から始まる大英博物館保存のユーフラチス地方出土の粘土
板は，その持参人にチグリス河畔の神殿の司祭の許で一定量の鉛を受け取る
権限を付与している。鉛はアッシリヤの貨幣金属であったので，アッシリヤ
から輸入しているバビロニヤ商人がその貨幣金属の銀と交換に，鉛に対する
「支払指図書」を入手したということが考えられ，為替手形の先駆形態と見
(11) 
なされ得るかも知れない。散見される古代の振替取引の例として次のような
ものもある。紀元前4世紀の前半にアテネの銀行家パシオン (Pasion)はミレ
トスにいくらかの基金を所有し，アテネの人々に，彼のミレトスの取引先へ
その旨の指図を送ることによって，そこで支払いを受け取らせた。またロー
マ時代キケロ (Cicero，前106-43年）がアテネに勉学に行っている息子への送
(12) 
金に，ローマの債権者からギリシャの債務者に宛てた支払指図書を利用した。
こうした例があるとはいえ，古代の外国為替取引は既に述べたように，鋳貨
取引が一般的であったのである。外国為替手形の起源として， 12世紀にユダ
ヤ人がフランスから放逐されてイタリヤに避難したとき，後に遺してきた財
産を預けた人々に為替手形を振り出し，この手形を関係諸国で商人に売却し
(13) 
たという史実も無視できないとしても，しかし外国為替手形の活発な市場に
(10) Einzig, ibid., pp. 61-74.邦訳71-4頁。
(11) Lipfert, ebenda, S. 234. 
(12) Einzig, ibid., pp. 24-5.邦訳28ー 30頁。
(13) Einzig, ibid., p. 6生邦訳75頁。
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重要な役割を果たしたのは12世紀以降の教会であった。ローマ法王は十字軍
の戦費調達のため諸国民にタイス (tithe十分の一税）を賦課したが，その取
立てをイタリヤ諸都市の両替商に請負わせた。その際彼ら両替商は各国に駐
在員を置き，その取立てに従事させた。 「法王の商人」とイギリスで呼ばれ
た彼らが始めてイギリスに現われたのは1199年であるという。彼らはタイス
の物納品，もしくは地方都市で売却したその物納品の代価で購入した羊毛な
どの商品をイタリヤあるいはシャンパーニュの大定期市へ積み出し，両替商
をしてこれら商品の販売代金を受け取らせ，それと同時にこの債権との相殺
を目的として法王庁宛に自らの債務証書たる手形を振り出し，法王庁をして
両替商からこれら手形と引換えに，タイスに相当する商品の販売代金を受け
(14) 
取らしめた。こうした為替手形取引は当時国際定期市を中心とする国際貿易
の発展とともに一般にも行なわれるようになり，両替商や大商人によって大
規模に盛行した。為替手形取引の発展に寄与した教会の役割はその利子禁止
令にも見られる。利子付貨幣貸付けに対する厳格な統制は，内国手形の割引
や利子の賦課された他の信用形態を禁止したが，外貨建で発行され外国で支
払われる為替手形の売買は許されていたので，国内信用取引を外国為替手形
の形態で偽装する抜道を与えた。シャンパーニュ，プザンソン， リヨンなど
の定期市宛に借手が貸手に対して振り出した外貨建手形は，国際貿易とほ関
係のない空手形であって，当事者間で了解済みの不渡手形が振出地に戻され，
前もって承認された為替相場の開きの形で偽装した高金利を債権者に与える
(15) 
ような相場でもって返済するという形をとったのである。
外国為替市場はロンドンのロンバード街のようなストリートとか，ヴェネ
ツィアのリアルト橋一一それはもともと鋳貨の橋 (Pontedella Moneta) と
呼ばれていた一一，パリの両替の橋 (Pontdu Change)といった橋とかに集
中された。多くの場合，外国為替取引は建物の中で行なわれ，ボローニャと
(14) 山下宇ー，「手形制度の発達史」松山商大論集第 2巻第 1号，昭和26年3月，
105-6頁。小野朝男，前掲書， 5頁。
(15) Einzig, ibid., p. 69. 邦訳80頁。 Einzig,A Textbook on Foreign Exchange, 
1966, p. 220.邦訳 258頁。
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かその他の都市には両替の廊下 (Loggiadi Cambia)があったが，これは大
(16) 
陸の取引所 (bourse)の起源であった。
今日の電信・テレックスの発達は電信為替をより一般的ならしめ，またロ
ンドンやニューヨーク等の取引所外取引によるアングロ・サクソン方式が，
未だ残存する取引所取引による大陸方式を逃かに凌駕するとはいえ，現代の
輸出入決済に用いられる外国為替手形と外国為替市場は，やはり信用状や先
物為替の起源した12世紀以降の中世に負うところが大きいと言えるであろう。
ところで隔地者間の債権・債務を現金の現送を省いて相殺決済するという
面から見た為替は，ヨーロッパでは最初は外国為替が，次いで内国為替が発
達したのであって，イギリスで内国為替手形が使用された例は漸く 17世紀初
(17) 
頭に見られると言われる。わが国では歴史的には言うまでもなく内国為替か
ら出発したのであって，隔地間の金銭の輸送を手形で代用する制度は既に鎌
倉時代から，替銭（かえぜに・かわし），割符（わりふ・さいふ）といって，
荘園の年貢を京畿の領主に送る場合に利用され，室町時代に入ると，遠隔地
の商業取引に為替が広く利用され，京都，奈良，兵庫，堺にほ，かいや，替
屋，替銭屋，割符屋と称する専門の為替業者が発生したが，江戸時代には為
替手形として急速な発展を遂げた。当時の大阪が物資の集散地で，江戸が消
費地であったため，両地の商人間の債権・債務関係や，地方の米を大阪で売
って金銭を得ていた江戸所在の大名と大阪商人の貸借関係がこの方法によっ
て決済され，両替屋が金銀両替，貸付け，幕府の金融・為替御用方としての
(18) 
業務などと共に，一般の為替業務を営んだのである。
以上の歴史的な経緯を振り返って見ると，当初，異国鋳貨の両替に従事し
た両替商の役割は国際貿易の規模の拡大と共に，外国為替手形取引において
も重要な役割を担うようになったのであり，後者がより一般的な国際決済手
段として用いられるにいたるや，為替の機能的側面，すなわち現金現送を省
(16) Eingiz, The History of Foreign Exchange, p. 72.邦訳84頁。
(17) 田中生夫，イギリス初期銀行史研究，昭和41年， 79頁。
(18) 作道洋太郎，日本貨幣金融史の研究，昭和36年， 302-3頁。体系金融大辞典，
昭和41年， 244頁。
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＜隔地間決済の方法の性格がクローズ・アップされてきたものと言えよう。
確かに同種通貨に関係する内国為替においては，こうした隔地間決済の方法
としての機能的側面がその全てである。しかしながら外国為替には内国為替
には有しない特徴，すなわち異国通貨の交換という特徴を有しているのであ
り，これのみでも既に為替 (Exchange)のもともとの意味の交換という機能
が果たされているわけである。内国為替の現金現送を省く隔地間決済という
機能から，それを外国為替に敷術して現金現送を省く異国通貨地域間決済の
方法と定義するだけでは，ヨーロッパにおける外国為替と内国為替の発達の
順序から見て必ずしも正しいとは言えないのである。
機能的側面は別にして，純粋に取引という面から外国為替を定義すればそ
れは，「外貨もしくは外貨請求権の売買」と言うことができる。しかも現代的
視点からすれば，こうした取引面からの定義の方が一層便利とも言える。な
ぜならば，今日，外国為替取引は単に輸出入その他の結果としての対外的な
債権・債務の決済という目的に限らず，既述のごとく，為替裁定，為替投機，
為替持高および内外資金の調整，外貨準備の保持等広汎な市場取引を包含し
ているからである。さらにユーロ・ダラー取引といった外貨預金の貸借取引
すら現在，外国為替ディーラーとブローカーを通じて外国為替市場で取り扱
われているのである。
以上は，機能ないしは取引の面から見た外国為替の意義に重点を置いたが，
以下では手段としての外国為替に着目してみよう。上述のごとく，外国為替
とは直接的もしくは間接的な異国通貨の交換，すなわち外貨もしくは外貨請
求権の他の通貨を対価とする売買なのであるが，実際上，異国通貨の直接交
換，すなわち外貨自体の売買は，古代の異国鋳貨の両替取引を除けば今日，
少額の両替取引が行なわれているにすぎず，したがって外国貨幣を外国為替
に含めない論者もいる。例えばリッペルトは「外国為替とは外国において外
国通貨で行なわれる支払に対する請求権 (Ansprtiche)である。かかる請求権
は外国の金融機関に置かれた残高ならびに外国で支払わるべき外貨建の手形
および小切手である。一般顧客と金融機関の間の外国為替取引においては，
これら三種の外貨請求権はいずれも重要であるが，銀行間の外国為替取引の
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対象はもっばら外国の銀行に置かれた外貨残高である。」 と述べ， さらに
「外国貨幣 (Sorten)とは外国の銀行券および鋳貨であり，……それらは外国
(19) 
為替ではない。」「金塊，銀塊も同様に外国為替でほない。」 としている。貨
幣はその流通する国内では外国為替でほないが，他国通貨を対価とするその
売買ないし他国による準備としての保有という観点からは外国為替となるの
である。アインチッヒも「外国為替とほ異なる通貨単位の支払手段ないし他
国の信用用具を，自国通貨を対価とする売買ないし準備としての保有という
観点から見たものである。外国為替には紙幣，小切手，外国為替手形，外国
(20) 
通貨建銀行残高および預金が含まれる。」 と述べているのである。ここで特
に注意しなければならないことは，ある通貨建の支払手段ないし信用用具ほ，
たとえそれが対外決済に用いられる場合でも，その通貨国では外国為替と見
なされず，外国においてのみ外国為替と見なされるのであるかどうかという
ことである。シャテリアンの述べるにほ，例えぼロンドン宛に振り出された
ドル建送金為替手形もしくは小切手ほ，たとえそれがアメリカの銀行の外国
部を通じて扱われるとしても，アメリカの銀行や商人の側から見れぼ外国為
(21) 
替ではないが，ロンドンその他の外国の側から見れば外国為替なのである。
こうした見解ほ，外国為替持高に含まれるものほ外貨建為替に限られること
ゃ，自国貨と外貨の交換の起きる取引，これを為替が起きる取引というが，
そうした為替の起きる取引をもって外国為替取引と規定しようとすることと
同じである。かかる意味では，外国通貨，外貨建電信為替，外貨請求権を表
象する外国債券，利札，配当金受領証，年金受領証，約束手形等も外貨建為
替手形や外貨建小切手と並んでいずれも外国為替であるが，他方，邦貨建の
これらの支払・信用手段ほ自国においてほ外国為替ではないが，外国市場で
売買される限り外国の側から見て外国為替となるわけである。
ところが，外国為替の実務面の取扱いほ，自国側から見た外国為替のみな
(19) Lipfert, ebenda, S. 44. 
(20) P. Einzig, A Dynamic Theory of Foreign Exchnge, 1962. p. 2.東京銀行為
替部訳，先物為替の動態理論，昭和40年， 4頁。
(21) W. S. Shaterian, Export-Import Banking, 1956, pp. 221—6. 
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らず，外国側から見た外国為替も一様に自国の銀行の外国部で取り扱われ，
銀行の外国為替経理では，「外貨売渡外国為替」「外貨買入外国為替」と並んで
「邦貨売渡外国為替」「邦貨買入外国為替」の勘定が設けられている，為替管
理法上の為替集中の対象という意味での外国為替は最も広義である。わが国
の「外国為替及び外国貿易管理法」第 6条では，「対外支払手段とは，外国通
貨その他通貨の単位のいかんにかかわらず，外国通貨をもって表示され，又
は外国において支払手段として使用することのできる支払手段をいう。」「外
貨証券とは，外国において支払を受けることができる証券又は外国通貨をも
って表示される証券をいう。」「外貨債権とは，外国において又は外貨をもっ
(22) 
て支払を受けることができる債権をいう。」 と規定され，これらを貴金属と
併せ集中・登録の義務を課している（第21条， 20条）。 この義務ほ居住者・
非居住者を問わず本邦にある者，もしくは居住者のみに課せられた義務であ
るから，いずれもわが国の側から見た外国為替手段としてこれらが規制の対
象にされているには違いないのではあるが，必ずしもそれらを外貨建のもの
に限定していない点に注意すべきであろう。
以上のことからわれわれは次のように言うことができるであろう。外国為
替持高，外国為替準備，あるいは自国貨あるいは第三国貨を対価とする外国
為替の売買といった狭義もしくは本来の意味の外国為替ほ，その表示通貨国
以外の国から見た外貨もしくは外貨請求権と言うべきであるが，広義の外国
為替は邦貨建・外貨建を問わず，外国においてまたは外貨で支払いを受け得
るものであればよいのである。いま仮りに邦貨建為替手形の振出しから支払
(22) 為替管理法でいう「支払手段」とは，銀行券，政府紙幣，少額紙幣，硬貨，小
切手，為替手形，郵便為替，信用状その他の支払指図をいい，「証券」とは，登録さ
れていると否とを問わず，公債，社債，株式，出資の持分，公債または株式に関す
る権利を与える証書，債券，国庫証券，抵当証券，利潤証券，および類似の証券利
札，配当金受領証ならぴに利札引換券をいう。これらの外貨証券ほ銀行の買為替も
しくは代金取立為替として用いられ，銀行が売為替としては用いないのが普通であ
る。次に「債権」とは．定期預金，当座預金，特別当座預金，通知預金，保険証券
および当座勘定残高ならびに貸借，入札その他により生ずる金銭債券で前各号に掲
げられていないものをいう。管理法でいう「債権」はこのように狭く限定されてい
るが，一般的には広く請求権の意味で用いられている。
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いまでの過程を通覧すれば，それは自国側では為替は起きないが，外国側で
ほ為替が起きている。この場合，仕向地か被仕向地の一方側だけを見て，為
替の起きる側では外国為替，為替の起きない側では内国為替として取り扱う
(23) 
とすれは，なる程，概念的には well-definedなものとなるかも知れないが，
振出地と支払地あるいは仕向地と被仕向地を同一通貨地域とするものを内国
為替，異種通貨地域に跨るものを外国為替として処理する現行実務上からは
未だ受け入れ難く，かくして手段として見た外国為替の定義は現段階では上
述のごとく広狭二義に解せざるを得ないのである。
第2節外国為替のメカニズム
本節では外国為替のメカニズムを並為替系統と逆為替系統に分け，実務的
・会計的な考慮を加えながら説明する。そのためには，銀行間の貸借記帳決
済がどのような手続きを経て最終的に為替決済勘定で振り替えられるかを説
明する際に必要とされる勘定を挙げておこう。
1. 外国為替決済勘定と経過勘定
国際間の為替取引においてほ，内国為替のように中央銀行への預け勘定上
の振替を通じて為替尻を決済するということができないため，各為替銀行は
コルレス先あるいは本支店相互の間に為替尻決済のための外国為替決済勘定
を設けている。前者はコルレス勘定，後者は本支店勘定と呼ぼれる。コルレ
ス勘定を置くコルレスを DepositoryCorres,勘定の置かないコルレスを Non-
depository Corresと呼び，後者との間の為替決済は共に勘定を置く第三店で
決済される。
外国為替決済勘定は，当座預金勘定と当座貸（借）越勘定に分かれ，前者
の残高には通常，利子は付かないが，後者の残高には利子が付けられる。本
支店勘定では両者は区別されず一本の勘定で処理され．本支店当方（債権），
本支店先方（債務）の二勘定制であるが，コルレス勘定にはこの区別を設け，
外国他店預け（債権），外国他店預かり（債務），外国他店貸（債権），外国他店
借（債務）の四勘定に分類され，前二者は当座預金勘定，後二者は当座貸
(23) 足立禎，前掲訳書， 132頁。
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（借）越ならびに銀行間のメール。クレジットやリファイナンスのような期
限 1年以内の資金貸借がこの勘定で処理される。
外国為替決済勘定は一般的に言って，当方勘定 (Oura/c, Nostro a/c)，先
方勘定 (Theira/c, Vostro a/c)に分けられるが，さらに近年のユーロ通貨取
引の発達は第三者勘定 (Loroa/c)の重要性をクローズ・アップしてきた。当
方勘定（債権）とは当方名義で本支店もしくはコルレス先に保有する外貨建
の勘定であり，先方勘定（債務）とは先方名義で当方に保有する邦貨建の勘
(24) 
定である。また第三者勘定（債務）とは，第三者が当方に保有する外貨建も
しくは邦貨建の勘定である。ここに第三者というのは，第三者たる顧客もし
くは銀行を指している。
さてここで注意しなければならないことは，上述の定義では，当方勘定を
外貨建の勘定と言ってはいるが，相手国通貨建とは断っていない点である。
もし相手国通貨建に限るとすれば，当方勘定は先方の勘定から見れぼ，当方
名義の先方勘定となり，当方勘定の先方記帳ほ先方勘定の記帳と同一のこと
を意味し，当方勘定の当方記帳はこの先方の先方勘定に対する控え勘定とし
ての意味をもつのである。従来のわが国の文献における当方勘定，先方勘定
の説明は大体このようなもので，本勘定は先方勘定で，当方勘定はその控え
勘定にすぎないとされていた。しかしながら本支店もしくはコルレス先に置
いた勘定口座にしても第三国通貨建のものもあり得るわけで，これをも当方
勘定に含めるとすれば，上のようなことが言えなくなる。例えば，わが国の
為替銀行が在日米銀にドル建の預金をする場合は，本邦為替銀行からすれぼ，
当方勘定であるが，先方からすれば，在日米銀は日本の居住者であるからこ
れを先方勘定とは言えなくなる。そこでこの勘定は第三者勘定として扱われ，
在日米銀はこれに見合いに米国の銀行に設けている米ドル建の当方勘定に入
金する。この入金は米国の銀行では先方勘定への入金として扱われるのであ
る。同様な例はユーロ・ダラー取引についても言える。米国非居住者Aが米
国の銀行に米ドル預金を保有しておればそれはAの当方勘定である。これを
(24) 足立禎「外国為替決済勘定」〔3〕，国際金融， 41号， 1968, 30頁。同氏ほ先
方勘定ほ第：：：：人称の theira/cを避けて貴方勘定 youra/cとすぺしと述べる。
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米国非居住者である Bに預け替えれば， AはBに当方勘定を持ち， Aの米国
の銀行に対する当方勘定は消滅する。他方， BはA名義の第三者勘定を持つ
(25) 
と同時に，米国の銀行に同額の当方勘定を持つこととなるのである。
わが国の勘定科目としては，当方勘定の当方記帳は本支店当方，外国他店
預け，外国他店貸の諸勘定で行なわれ，また先方勘定としては，本支店先方，
外国他店預り，外国他店借の諸勘定がある。
銀行間の為替決済と対顧客取引との間の時間的なずれを埋めるために経過
勘定科目が設けられる。それらを一表で示せば次のごとくである。仕向為替
では買入，売渡と名付けるが，それぞれに対応して被仕向為替では取立，未
払と名付けられて区別されている。なお取立外国為替と未払外国為替の勘定
は，銀行間の為替決済勘定上の決済と顧客勘定上の決済が同時に行なえる場
合にほ勘定記入を省略することができる。外貨売渡外国為替も 1件＄1,000相
当額以下の取引は省略し得る。予定振替日の日数計算（翌日起算）は，外貨
買入外国為替ほ買取日から発送日までは 1~ 3日間で定められ，さらに発送
日から入金日まではニューヨーク向で6日ロンドン向で8日となっており，
他方，外貨売渡外国為替の売渡日から支払日までの期間は上の発送日から入
金日までの日数と同一とされている。
以上の為替決済勘定と経過勘定以外に，信用状の発行および確認，手形引
受・保証，荷物引取保証などに関して支払承諾勘定（債務）および支払承諾
見返勘定（債権）が起こされる。その他の勘定として，地金銀・外国通貨お
よび外国証券の諸科目や，海外借款，綿花借款などに関する諸勘定，あるい
は外国為替持高記入帳で試算された損益を計上する外国為替売買損益勘定や，
I 仕 向 為 替 被仕向為替
債権
外貨買入外国為替 邦 貨 取 立 外 国 為 替
邦貨買入外国為替 外貨取 立 外 国 為 替
債務
外貨売渡外国為替 邦貨未 払 外 国 為 替
邦貨売渡外国為替 外貨未 払 外 国 為 替
(25) 足立禎，同上， 26, 30頁。
92 (404) 外国為替の意義，起源とメカニズム（木村）
各種の為替取扱いの手数料や為替仲買料，為替金利などを処理する各勘定も
設けられているがその詳細は省略する。
(26) 
外国為替のメカニズム
A.並為替
(1) 送金為替手形（送金小切手）
2. 
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①，②，…ほ移動の順序。
一般に送金為替手形 (DemandDraft; D/D) と呼ばれているものには送金
小切手も含み，かつ今日では後者の方がよく用いられる。小切手は英米法で
(27) 
はむしろ為替手形の一種とさえ見なされているのである。以下上図に従って
送金のメカニズムの経路を説明しよう。
① 送金人Cは送金為替手形取組依頼書 (Applicationfor Demand Draft) 
に支払地，受取人の氏名住所，金額，依頼人の住所等の所要事項を記入し，
(26) 代表的な参考文献として次のものが挙げられよう。東京銀行調査部，新銀行実
務講座第 8巻外国為替，昭和42年，望月威編，銀行会計，昭和36年，和田正康，銀
行実務講座第 6巻外国為替業務，昭和35年，貿易実務講座第 7巻貿易決済と貿易金
融，昭和3牡民安東盛人，外国為替概論，昭和32年，日本貿易振興会，最新貿易の
実務（昭和43年全訂版），昭和43年，荒井真一，銀行取引実務講座第8巻外国為替，
1966年。
(27) 「小切手とほ銀行宛に振り出した一覧払の為替手形をいう。」（英 Billof Ex-
change Act, 1882年， 73条。米 UniformNegotiabls Instrument Law, 1897年， 185
条）。
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署名（捺印）を行ない，それを添えて送金代り金を払い込む。外貨手形であ
れば当日の参着払売相場 (0/DSelling Rate)-_＿現在では電信売相場と同
じ一ーで換算し，為替予約があればその予約相場で換算して邦貨を払い込む。
外貨為替の場合は，金額が少額で為替売却益のみでは事務処理費を賄えない
のでミニマム・チャージを課せられる場合を除いては通常，手数料は為替売
却益に含まれるので徴収されない。なお外貨，邦貨いずれの為替も報知状送
付用の航空郵便料は徴収される。邦貨為替では手数料も課せられる。ただし
本支店間送金為替の場合は，支店側で為替買入益が生ずるので手数料は徴収
しない場合がある。
③ 上記依頼書に基づき，仕向銀行Aは被仕向銀行Bを名宛人（支払人），
Dを受取人とする送金為替手形（一覧払）もしくは送金小切手を振り出し送金
人Cに交付するo組手形 (SetBil)もあるが通常は単一手形 (SolaBil)である。
⑧ 送金人Cはこの為替手形もしくは小切手を受取人Dに郵送する。組手
形ならばそれぞれを別便で送るのである。
④ 仕向銀行Aほ送金為替手形取組報知状 (Adviceof Demand Draft, Ad-
vice of Drawing)を作成し，支払銀行宛送付する。正副二通を別便で送る。
これは手形振出しの旨を通知すると共に，この支払いの委託，支払資金の求
償について指示ないし授権をするものである。
⑥ 取組報知状が被仕向銀行Bに到着する。
⑥ 他方，受取人Dほ送金人Cから郵送されてきた為替手形または小切手
を被仕向銀行Bに呈示する。
⑦ Bは取組報知状と照合のうえ，一覧払であるから直ちに自国貨で支払
ぅ。外貨建であれば当日の電信買相場（予約があれば予約相場）で自国貨に
換算して支払う。資金手当未済で電信で求償するときは電信買相場，郵便で
求償するときは一覧払買相場 (L/C付）を適用する。
⑧支払を終了すれば，支払銀行Bほ振出銀行Aに対し，支払済報知状
(Advice of Payment)を発送する。
以上のようにして送金人Cと受取人Dの間の債権・債務関係ほ振出銀行A
とその在外支店もしくはコルレス先の支払銀行Bとの間の新たな債権・債務
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に振り替えられたのであり，かく新たに発生した為替銀行間の債権・債務は，
本支店もしくは DepositoryCorresの場合は相互に置いた外国為替決済勘定
上で，また Non-depositoryCorresの場合は両店が共に勘定を置く第三店の
勘定上で振替記帳決済されるのである。その起票の過程を経過勘定も含めて
述べよう。なお，以下では現金式仕訳による振替伝票を示すので，借方と貸
方は各勘定口座の借方と貸方とは逆になっていることに注意されたい。また
顧客との現金受払いはすべて顧客名義の当座預金勘定の振込み，引落しによ
ることとする。説明の簡単化のため，手数料や為替金利等損益勘定諸項目の
起票についてはここでは叙述を省略する。
まず送金為替に関する支払資金手当の方法を説明する。大別して，取組銀
行が送金為替を取り組むと同時に被仕向銀行に資金を引き渡すかまたは回金
する前払（回金）方式と，被仕向銀行をして送金為替支払いのうえ取組銀行
に求償せしめる後払（取立）方式とに分かれる。
決済は Depo-Corresの場合には，邦貨建，外貨建の各為替はそれぞれの通
貨建の勘定で処理されるのが原則である。例えばドル建送金為替は本邦銀行
の当方勘定，相手銀行の先方勘定で処理される。 Non-depoCorresとの取引
の場合，共に勘定を置く第三の銀行 (ReimbursingBank)において決済され
る。この場合，前払（回金）方式では，取組銀行が送金為替取組と同時に第
三の銀行に振込指図を出す。これを資金振出指図書 (Requestfor Disburse-
ment)と言う場合がある。後払（取立）方式では取組銀行は支払銀行宛送金
為替を取り組むと同時に，第三の銀行に対し上記指図書を送付するのは前払
（回金）方式と同じであるが，即時の勘定引落しを許容せず，支払銀行が顧
客に支払いを行なったうえ， ReimbursementDraftの振出しもしくは電信，
郵便付替で求償する。この Reimbursement Draft vま支払銀行が自行を受取
人とするもので，自ら一覧払買相場で買い取り，第三の銀行宛て取立てのた
めに送付する。これは買為替勘定で処理し，予定振替日に外国他店勘定に振
り替えるのである。なお，第三国通貨建の場合も，上述の Non-depoの取引
に準ずればよい。本支店間取引ほ Depoの取引に準ずる。各勘定口座は通常
ほ邦貨，外貨および為替相場を記入するが，場合によっては邦貨のみあるい
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は外貨のみ記入することもある。以下各場合における起票を示そう。
1. 仕向送金
（イ） 外貨送金為替
(i) 取組日
Dr． 振 替
外貨売渡外国為
替 XXX
伝票 Cr. 
C名義当座預金
x x x 
当日の T.T. & 0/D Selling Rateもし
くほ予約相場を適用。
(ii) 予定振替日
Dr． 振替伝票 Cr. 
外国他店預けま 外貨売渡外国為
たほ本支店当方 替 X X X  
XXX  
Reimbursement のときは外国他店預け
の相手銀行名義は第三の銀行とする。
（口）邦貨送金為替先方勘定が取組店にある場合をとる。また邦貨送金手形は前払
Dr． 振替伝票 Cr. 方式が一般的であるので，邦貨売渡外国
外国他店預りま C名義当座預金 為替勘定を省略し得る。取組日起票は左
たは本支店先方 XXX  のごとし。
XXX  
2. 被 仕向送金
（イ） 外貨支払為替
(a) Depo-Corres前払方式が一般的である。さらにここでは報知状接受後顧客への
支払が行なわれるものとする。
(i) 報知状接受日
Dr． 振替伝票 Cr. 
外貨未払外国為 外国他店預けま
替 XX  X I Iまた本支店当方
XXX  
外貨建のまま起票する。
(ii) 支払日
Dr． 振替伝票 Cr. 
D名義当座預金 外貨未払外国為
XXX 替 XXX
T. T. Buying Rateもしくほ予約相場を
適用。
(b) Non-depo Corres.第三の銀行を通じて資金請求をする。前払（回金）方式で
資金手当済の場合は，上述 (a)(i)の外国他店預けの相手銀行名を第三の銀行とすれ
ばよい。後払（取立）方式の場合の起票は次のごとくである。
電信求償のとき 支払日
Dr． 振替伝票 Cr, 
D名義当座預金 外国他店預け
XXX  （第三の銀行
名義 ） 
XXX  
T. T. Buying Rateを適用。
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(i) 支払日
Dr． 振替伝票 Cr. 
D名義当座預金 外貨買入外国為
x x x 替 XXX
一覧払買相場を適用。
ただし，ここでの外貨買入外国為替ほ ReimbursementDraft,すなわち自行振出し，
自行受取りの為替手形を自行で買い取って顧客の支払資金にあてたという形のもので
ある。
（口） 邦貨支払為替
(a) Depo-Corres．前払方式と後払方式とあるが，前者の場合の起票ほ次のごとくで
ある。
(ii) 予定振替日
Dr． 振替伝票 Cr. 
外貨買入外国為 外国他店預け
替 X X X  （慶己の銀行）
x x x 
(i) 報知状接受日 (ii) 支払日
Dr． 振替ー」云票 Cr. Dr． 振替伝票 Cr. 
邦貨未払外国為 外国他店預りま D名義当座預金 邦貨未払外国為
替 XXX  たは本支店先方 X X X  替 x x・x 
XXX  
後払方式では邦貨未払外国為替勘定を省略した支払日起票すなわち振替伝票で， D名
義当座預金を借記し，外国他店預りまたは本支店先方を貸記して済まし得る。
(b) Non-depo Corres. 当該邦貨を外貨に換算し第三の銀行に請求する。その場合，
T. T. Reimbursement では電信買相場を適用し，郵便付替または Reimbursement
Draftでは一覧払買相場による。起票は外貨支払為替の Non-depoCorresの場合に
準ずる。
(2) 電信為替と郵便付替
東京〔ニューヨーク〕
貸借記帳決済
為替銀行 A•
ニューヨーク〔東京〕
為替銀行 B
（被仕向銀行）
①
 
円
〔
ド
ル
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書
②電信指図またはP.O．かC.N．を送付⑥到着
④ T.T．取組報知状
⑨支払済報知状
送金人 c
 
⑤ PIAの場合電信または書信で通知
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左図は電信為替 (TelegraphicTransfer; T. T.）および郵便付替 (MailTta-
nsfer; M. T.）のメカニズムを示したものである。両者とも請求払 (Payon 
Application; P/A)と通知払 (Adviceand Pay; A/P) とあり，請求払は送金
人から受取人に電信もしくは書信で通知し，これにより受取人の請求によっ
て支払われるものであり，通知払は仕向銀行が被仕向銀行に受取人の住所を
も電信もしくは書信で通知し，被仕向銀行が受取人に通知の上支払われるも
のである。以下電信為替と郵便付替の過程を説明する。
① 電信為替においては，送金人Cは電信為替取組依頼書(Applicationfor 
Telegraphic Transfer)に所要事項を記入し，署名を行なって銀行に提出する。
この際 P/A,A/Pの区別および至急報 (urgenttelegram)，普通報 (ordinary
telegram)，書信電報 (lettertelegram――暗号を使わないもの）の区別を記入
する。代り金ほ，外貨建の場合は当日の直物電信売相場で，また為替予約が
あればその予約相場で換算した邦貨を払い込む。外貨建の場合は銀行の手数
料は相場に織り込まれているので通常ほ徴収しない。邦貨建の場合は手数料
を別に徴収する。ただし本支店間為替の場合は支店側で為替買入益が生ずる
ので手数料ほ徴収しない場合がある。以上の他に外貨建・邦貨建いずれも電
信料と郵便料は徴収される。郵便付替においてほ，郵便付替取組依頼書 (Ai:-
plication for Mail Transfer)を用い，それにほ電信為替の場合と同様に，請
求権，通知払の区別を明記する。代り金，手数料，郵便料についてほ送金為
替手形の場合に準ずる。
② 仕向銀行Aは被仕向銀行B宛に，電信為替の場合は支払指図の電信を
発し，郵便付替の場合はコルレス先に対しては支払指図書 (PaymentOrder; 
P. 0.），本支店に対してほ送金付替票 (CreditNote; C. N.)によって郵送で
もって支払指図を行なう。
⑧ 電信為替の場合は，送金人Cに電信為替取組済確認書 (Confirmation 
of Telegraphic Transfer)を交付し，これによって取組の確認とすると共に，
代り金，電信料等の計算書とする。郵便付替の場合も電信為替の場合に準じ，
取組済確認書を交付する。
④ 仕向銀行Aほ電信為替取組報知状 (Adviceof Telegraphic Transfer)を
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被仕向銀行Bに郵送する。郵便付替の場合は取組報知状は不要である。
⑥ 送金人Cは P/Aの場合は受取人Dに，電信為替の場合は案内電報を，
郵便付替の場合は郵送で案内状を送る。
⑥ 仕向銀行Aより被仕向銀行Bに上記③の電信もしくは書信による支払
指図， C.N．が到着すれば，
⑦ P/Aの場合は受取人Cの請求を待って， A/Pの場合は電話で通知し，
いずれも送金受領書用紙正副二通（正は領収書，副は支払済報知状に使用）
を交付し，所要事項を記入させる。これは電信為替，郵便付替いずれも同じ
手続きである。
⑧ 上記受領書用紙正副と引換えに代り金を支払う。この場合，仕向国通
貨建の際にほ，適用相場ほ，為替予約があればそれによるがそれ以外ほ，支
払時に資金手当済かあるいは電信で求償し得る場合には電信買相場によるが，
そうでない場合は金利要因の加味された一覧払買相場 (L/C付）による。
⑨支払銀行Bは仕向銀行Aに上述の支払済報知状 (Adviceof Payment) 
を送付する。
電信送金為替の起票
1. 仕向送金
（イ）外貨建（取組日）
Dr． 振替伝票 Cr. 
外国他店預けま C名義当座預金
たは本支店当方 XXX  
XXX  
適用相場は T.T. Selling Rate. 
T. T. Reimburseのときは外国他店預け
勘定の相手銀行名義は第三の銀行とする。
Mail Reimbureseのときは外貨送金手形
と同じ起票とする。
（口） 邦貨建（取組日）
Dr． 振替伝票 Cr. 
外国他店預りま C名義当座預金
たは本支店先方 XXX  
XXX  
先方勘定設定を仮定。
外貨仕向送金で． MailReimburseのときは，外貨送金手形と同様に，取組日と予
定振替日に起票を行ない，その勘定口座も同じものである。
2. 被仕向送金
受電日に顧客支払を行なうと仮定し，外貨または邦貨未払外国為替勘定を省略した
場合の例を挙げよう。
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(a) 外貨建（受電日）
Dr. 振替伝票 Cr. 
C名義当座預金 外国他店預けま
XXX  たは本支店当方
XXX  
適用相場は T.T. Buying Rate. 
T. T. Reimburseのときは外国他店預け
の相手銀行名義は第三の銀行とする。
Mail Raimburseのときは，外貨被仕向送
金手形の場合と同じ。
郵便付替の起票は送金為替手形のそれに準ずる。
(b) 邦貨建（受電日）
Dr. 振替伝票 Cr. 
C名義当座預金 外国他店預りま
XXX  たは本支店先方
XXX  
先方勘定設定を仮定。
B.逆為替
(1) 外国為替手形（信用状付き）
輸出入手形には信用状付きと信用状なしのものに分けられるが，後者は普通，
代金取立手形となる場合が多いのでそこで述べる。前者にほ信用状発行銀行
自身もしくはその指定する銀行を支払人もしくは引受人とするのが一般的で
ある。なお，本邦の外貨建輸入取引においては，外貨金融との関係で特別な
図解を必要とする場合があるが，それは後記するとして，ここでは一般的な
場合を例示しよう。以下信用状 (Letter of Credit; L/C) 付の荷為替手形
(Documentary Bil of Exchange) で， L/C条件により，信用状開設銀行宛
ての手形振出しを許容した場合の一覧払および期限付手形を例示する。
為替銀行 A
（仕向銀行）
貸借記帳決済
⑥荷為替手形郵送 ⑦到着
⑧受取証
② L/Cを発行し、通知する
ニューヨーク〔東京〕
晶輝 晶虹
為替銀行 B
（被仕向銀行）
，
船
積
書
類
⑨
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替
手
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出
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① 輸入業者Dは自己の取引先銀行Bに信用状の開設を依頼する。
② 為替銀行Bほ信用状を発行し，為替銀行Aを通じて輸出業者Cに通知
する。
⑧ 輸出業者Cは信用状に基づき，貨物の船積を手配し， 船荷証券 (Bill
of Lading; B/L)，保険証券 (InsurancePolicy)，商業送状 (CommercialInvoice) 
その他の書類から成る船積書類 (ShippingDocuments)を作成する。
④ 輸出業者Cは船積書類を付属書類とする L/C発行銀行宛ての一覧払
もしくは期限付手形を振り出し，取引先銀行Aにその買取りを依頼する。
⑥ 荷為替手形の買取りは，外貨建であれば，信用状付一覧払手形買相場
(Sight Buying Rate with Credit)および信用状付期限付手形買相場 (Usance
Bil Buying Rate with Credit)によって邦貨に換算する。ただし為替買予約
があればその予約相場による。その際一覧払， 30日， 60日， 90日などの期限
付手形によって予約相場も異なるが，最近はこれらの為替種類をすべて電信
為替ベースで予約し，実行時に金利あるいはスワップ・コストを調整する方
法がとられている。邦貨建手形は額面通りに支払われ，為替金利は手形名宛
人によって支払われることとなっている。ただし外貨建・邦貨建いずれの手
形も郵送料は徴収される。
⑥ 買取銀行Alま買い取った荷為替手形を名宛銀行Bに送付して支払請求
ないし引受けを求める。手形は支店宛であれば裏書は不要であるが，ただし
買取依頼人の白地裏書があれば裏書に自行名を補充し，コルレス先に対して
は裏書をする。船荷証券，保険証券は，荷送人，被保険者の白地裏書があれ
ば裏書をする。以上の荷為替手形は支払請求書を添えて正副各別便で名宛銀
行に送付する。
⑦ 荷為替手形を接受した為替銀行Bは，手形，船荷証券，保険証券の裏
書が連続しているかどうかを点検し，船荷証券が白地裏書ならば自行の指図
式としておく。
⑧ 点検が済めば発送銀行Aに受取証を送付する。
⑨ 一覧払手形の場合，ここでの例では銀行宛となっているので手形は輸
入業者に交付せず，通知書のみで支払を受け，付属船積書類を裏書譲渡する。
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振出地通貨建の場合には信用状付一覧払輸入手形決済相場(AcceptanceRate) 
で邦貨に換算する。為替予約があればそれによる。
⑨1 期限付手形の場合は，輸入業者Dに対して同額，同条件の自己受為替
手形を振り出してその引受けを求めるか，輸入業者から銀行宛の約束手形を
徽収する。それと同時に船積書類を輸入業者に船荷証券の譲渡裏書をして交
付する。
⑩ 輸入業者は船荷証券によって貨物を引き取る。
⑪ 手形期日に買取銀行Aとの間の為替決済が行なわれると共に，上記輸
入業者に引受けを求めた為替手形または約束手形の支払いを受ける。振出地
通貨建の場合は電信売相場が適用され，金利は輸入業者より別途徴収される。
為替予約があればその予約相場による。
以上は信用状発行銀行が引受銀行となっている場合であるが，これが別に
なっていて，信用状発行銀行がその指定する自行の外国支店もしくはコルレ
ス先に手形の買取りもしくは引受けを依頼する場合も多い。この場合手形は
その決済銀行宛となる。ユーザンス手形の場合，手形買取銀行は手形と船積
書類の一組とを引受銀行に送り，残りの船積書類は信用状発行銀行へ直接送
付される。そこで信用状発行銀行は先ず買取銀行から一組の書類を受け取り，
数日後引受銀行より引受通知と共に残りの書類を受け取る。手形期日に引受
銀行に資金を送付して手形の支払いにあてるのである。この方法の詳細は後
述の本邦輸入為替の外貨金融を参照されたい。
上述のものは，手形買取銀行と信用状発行銀行が別のものであるが，信用
状発行銀行自身の勘定で手形が買い取られる場合がある。この場合，信用状
指定の買取銀行は手形期間の長短にかかわらず直ちに信用状発行銀行の勘定
に借記する。買取銀行自身の勘定で買い取るものではないので利益はなく，
したがって本支店間に於て多く行なわれ，コルレス間では信用状発行銀行に
手数料を請求する。
次に外貨手形に関する外貨金融を述べよう。外貨金融には，本邦ローン方
式， リファイナンス方式，アクセプタンス方式がある。
本邦ローン本式 前図を参照して，本邦輸入業者が信用状付一覧払輸入手
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形の決済を本邦信用状開設銀行より外貨金融を受けて行なうもので，その外
貨金融を受ける手続きは，輸入業者が外貨建約束手形を信用状発行銀行に提
出して，期日に代金を決済するのである。この方式は本邦為替銀行の外貨資
金を利用するものであるから自行ユーザンスと呼ばれる。
リファイナンス方式 次図上半分がこの方式を示しているが，
示せぽ，
① 輸入業者Dの開設依頼に基づいて為替銀行Bによって発行された信用
状が通知銀行を通じて輸出業者Cに通知される。
③ 信用状開設銀行は信用状開設と同時に，輸入業者Dより， D振出し，
信用状発行銀行Bを受取人とする期日，金額をブランクにした為替手形を徴
求し，これをロンドンもしくはニューヨークの決済銀行Eに送付しておく。
この手形はリファイナンス手形 (RefinanceBil) と呼ばれる。
⑧ 輸出業者Cは信用状に基づき貨物船積を行ない，一覧払荷為替手形を
その順序を
〔リファイナンス方式〕
⑤市中割引⑧
ロンドンまた1出腐
行 E
船積書類
① L/C発行、通知
『
① L/C発行、通知
③船積書類
-•一＾一．―- t姦麟 （仕向銀行） 1 
暑
〔アクセプタンス方式〕 こ _:,_.:..5:.:；↓： i誕 ④市中再割引
I V済
④'市中割引
⑦
噸
環
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決済銀行E宛に振出し，買取銀行Aに買い取って貰う。
④ 買取銀行Aは決済銀行Eにこの手形を呈示し支払いを請求するととも
に，船積書類を信用状発行銀行に送る。
⑥ 決済銀行Eは買取銀行Aに一覧払荷為替手形の代り金を支払うと共に，
先に入手したリファイナンス手形に金額，期日を記入し，自行がこれを引受
けて市中割引に出し，上の代り金の資金とする。
⑥ このリファイナンス手形の市中割引が済むとその処置が信用状発行銀
行Bに電信で通知される。
⑦ この入電を受けた為替銀行Bほ，自己受けの外貨建期限付為替手形を
振出し，輸入業者の引受けを受け，船積書類を輸入業者に交付し，貨物引取
りの便に供する。
⑧ 期日に，輸入業者Dと信用状発行銀行Bとの間の決済， Bと決済銀行
Eとの間の決済， Eの市中割引に対する支払が行なわれる。こうした輸入外
貨金融はその決済地に応じて，ロンドン・リファイナンスあるいはニューヨ
ーク・リファイナンスと呼ばれている。
アクセプタンス方式 図の下半分がこの方式を示しているが，その順序を
示せば，
① 輸出業者Cは信用状の通知を受領し，
③ それに基づいて貨物船積を行ない，期限付荷為替手形を引受銀行E宛
に振り出し，為替銀行Aに買い取って貰う。
⑧ 買取銀行Aは船積書類を信用状発行銀行Bに送付すると共に，引受銀
行Eに上の期限付手形の引受けを求める。
③1 引受のみならず割引を受け代り金の支払を受けとる場合もある。
④ 買取銀行Aは引受済の為替手形を市中で割引を受けるか，あるいほ期
限まで保持する。
④I ⑧1で割引をした場合，割引銀行Eしま市中再割引に出す。
⑤ 銀行Eから引受けまたは割引通知が電信で信用状発行銀行Bに対して
行なわれると，
⑥ 為替銀行Bは自己受の外貨建期限付為替手形を振り出し輸入業者Dの
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引受けを求める。船積書類は輸入業者Dに交付される。
⑦ 満期日に輸入業者Dからの上記手形代り金の取立て，為替銀行Bの引
受銀行Eに対する決済，および引受銀行Eもしくは買取銀行Aが市中割引の
金融に対する償還を行なう。
1. 輸出為替
（イ） 外貨建輸出手形
(a) 信用状付一覧払手形
(i) 手形買取日
Dr． 振替伝票 Cr. 
C名義当座預金 外貨買入外国為
XXX 替 XXX
信用状付一覧払買相場もしくは予約相場
を適用。
(b) 信用状付期限付手形
(i) 手形買取日
Dr． 振替伝票 Cr. 
C名義当座預金 外貨買入外国為
XXX 替 XXX
ユーザンス買相場もしくは予約相場を適用。
（口） 邦貨建輸出手形
(a) 信用状付一覧払手形
(i) 手形買取日
Dr． 振替伝票 Cr. 
C名義当座預金 外国他店預りま
XXX  たは本支店先方
(b) 信用状付期限付手形
(i) 手形買取日
XXX  
Dr． 振替伝票 Cr. 
C名義当座預金 邦貨買入外国為
XXX 替 XXX
(ii) 予定振替日
Dr． 振替伝票 Cr. 
外貨買入外国為 外国他店預けま
替 x x x たは本支店当方
x x x 
(ii) 手形期日
Dr． 振替伝票 Cr. 
外貨買入外国為 外国他店預けま
替 X X X  たほ本支店当方
XXX  
(ii) 手形期日
Dr. 振替伝票 Cr. 
邦貨買入外国為 外国他店預りま
替 XXX  たは本支店先方
XXX  
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2. 輸入為替
（イ） 外貨建輸入手形
(a) 信用状付一覧払手形
一覧払決済
(i) 信用状発行日
Dr． 振替伝票 Cr. 
支払承諾 支払承諾見返
（輸入信用状
発行口 ） （ 
輸入信用状
発行口 ） 
XXX  I XXX  
仮換算相場を適用。
(ii) 決済日
Dr． 振替伝票 Cr. 
外貨取立外国為 D名義当座預金
替 XXX I XXX  
外国他店預けま
たは本支店当方
XXX  
(ii) 手形接受日
Dr． 振替伝票 Cr. 
支払承諾見返 支払承諾
（胃合胃用状） （慶合胃用状）
XXX  I XXX  
外国他店預けま 外貨取立外国為
たは本支店当方 替
XXX  I XXX  
仮換算相場を適用。
仮換算相場は IMF平価・裁定平価が
通常使用される。決済日の適用相場は，
acceptance rate もしくは予約相場で，
前者の場合の仮換算相場との差額分は外
国他店預けまたは本支店当方勘定を起票
して埋める。
本邦ローン方式 起票は上述の一覧払決済と同様であるが， （i)の手形接受日は
Dabit Advice授受日（在外支店の本支店先方勘定借記済の通知）に仮換算相場で，
(ii)の決済日は満期日に T.T. S. Rateもしくは予約相場で換算したもので書き換え
ればよい。またここでの外貨取立外国為替は輸入業者の外貨建約束手形を指している。
ロンドン・リファイナンス
(i) 信用状発行日 (ii) Debit Advice接受日
Dr. 振替伝票 Cr. Dr. 振替伝票 Cr. 
支（輸発払行入信口承用状諾） 支（輸発払入行承信口諾用見状返） 支（輸発払行入承信口諾用見状返） 支（輸発払行入信口承用状諾） 
XXX  XXX  XXX  XXX  
仮換算相場を適用。
外国他店預け 外貨取立外国為
(ii) 手形およびリファイナンス満期 XXX 替 XXX
日（同一日と仮定）
外（ 国他店借 外国他店預け
只ァイナ） X X X  
XXX  
仮換算相場を適用。
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Dr． 振替
外貨取立外国為
替 XXX
外国他店預け
XXX  
伝 票 Cr. 
D名義当座預金
XXX  
外国他店借
虞ァイナ）
XXX  
左の外国他店預けの円貨額には仮換算相
場と顧客より代り金を徴収する際の適用
相場 T.T.S. Rateもしくは予約相場と
の差額も加えられている。
(b) 信用状付期限付手形（アクセプタンス方式）
(i) 信用状発行日 (ii) Acceptance Advice接受日
Dr． 振 替伝票 Cr. Dr. 振替伝票 Cr. 
支払承諾 支払承諾見返 支払承諾 支払承諾見返
（輸入信用状 輸入信用状 輸入信用状 輸入信用状
発行口 ） （発行口 ） （発行口 ） （発行口 ） 
XXX  I XXX  XXX  I XXX  
仮換算相場を適用。
(ii) 満期日
Dr． 振替伝票 Cr. 
支払承諾見返 支払承諾
（外国為替引） （外国為替引
受口 受口）
XXX  I XXX  
外国他店預けま D名儀当座預金
たは本支店当方
XXX  I XXX  
（口） 邦貨建輸入手形
(a) 信用状付一覧払輸入手形
(i) 信用状発行日
Dr． 振 替伝票 Cr. 
支 払 承 諾 支払承諾見返
（輸入信用状
発行口 ） （ 
輸入信用状
発行口 ） 
XXX  I XXX  
(ii) 決済日
Dr． 振替伝票 Cr. 
邦貨取立外国為 D名義当座預金
替 xx x | xx x 
支払承諾 支払承諾見返
閤為替 引 ） （食胃為替引）
XXX  I XXX  
仮換算相場を適用。
仮換算相場と T.T.S.Rateもしくは予
約相場との差額についての円貨額は外国
他店預けまたは本支店当方勘定に含み計
上される。
(ii) 船積書類接受日
Dr． 振替伝票 Cr. 
支払承諾見返 支払承諾
（輸入信用状
発行口 ） （ 
輸入信用状
発行口 ） 
XXX  I XXX  
外国他店預りま 邦貨取立外国為
たは本支店先方 替 XXX  
XXX  
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(b) 信用状付期限付手形
手形引受のみをしたとき
(i) 信用状発行日
Dr． 振替伝票 Cr. 
支 払 承 諾 支払承諾見返
（輸入信用状
発行口 ） （ 
輸入信用状
発行口 ） 
XXX  I XXX  
(ii) 満期日
Dr. 振替伝票 Cr. 
支払承諾見返 支払承諾
（引受口） （引受口）
XXX  I XXX  
外国他店預りま D名義当座預金
たは本支店先方 x x x 
x x x 
手形割引をしたとき
(i) 信用状発行日
Dr． 振替伝票 Cr. 
支払承諾 支払承諾見返
（輸入信用状
発行口 ） （ 輸入信用状発行口 ） 
x x x x x x 
(ii) 満期日
Dr． 振替伝票 Cr. 
邦貨取立外国為 D名義当座預金
替 xx x | x x x 
(ii) 手形引受日
Dr． 振替伝票 Cr. 
支払承諾見返 支払承諾
（輸入信用状 輸入信用状
発行口 ） （発行口 ） 
XXX  I XXX  
支払承諾 支払承諾見返
（引受口） （引受口）
XXX  I X X X  
(ii) 手形引受（割引）日
Dr． 振替伝票 Cr. 
支払承諾見返 支払承諾
（輸入信用状
発行口 ） （ 
輸入信用状
発行口 ） 
XXX  I XXX  
外国他店預りま 邦貨取立外国為
たは本支店先方 替 X X X  
XXX  
次に信用状の付かない為替手形を述べる。一般に信用状なしの荷為替手形
は代金取立手形として扱われるのが多い。代金取立手形ほ手形が買い取られ
ずに取立てに出され，取立銀行からの取立済通知をまって始めて代り金が支
払われるのであって，荷為替手形に限らず，小切手，約束手形，公社債，利
札，配当金受領証，預金証書による代金取立の場合があり，これらも一般に
代金取立手形 (Bilsfor Collection) と呼ばれている。
(2) 代金取立手形
代金取立手形 (Bilfor Collection; B/C)は荷為替手形の場合と，約束手形，
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⑥代り金の送金
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＇ 為替銀行 B
（被仕向銀行）
喜被取寄人もしく
は輸入業者 D
小切手，公社債，利札，配当金受領証，預金証書などの代金取立ての場合と
ある。ーたん仕向地に取立てに出して，代金取立てのうえ，回金されてほじ
めて代り金を依頼人に支払うもので，信用状なしの場合とか代金回収の不確
実な場合に利用される。その経過を示そう。
① 代金取立依頼人Cは荷為替手形もしくは約束手形およびその他の上記
諸証書と代金取立手形依頼書 (Applicationfor Collection of Bils)を提出す
る。その際荷為替手形ならば， D/A(Documents against Acceptance)または
D/P (Documents against Payment)を明記すぺきである。代金送金方法すな
わち普通送金か電信送金かも記載する。さらに手数料と郵便料が徴収される。
② かくして一応の手続きが終れば，銀行は依頼人Cに代金取立手形預り
証を発行し，交付する。
⑧ 銀行Aは代金取立手形と外国の銀行への取立依頼書を取立地に向けて
発送する。
一覧払のときは被取立人Dに呈示し，期限付手形の場合は，引受けの
ための呈示をする。この際 D/A手形ならば引受けと同時に船積書類を交付
し， D/P手形ならば代り金支払後まで交付しない。
⑥ 一覧払手形は手形呈示と同時に代り金が支払われ，仕向国通貨建なら
ば電信売相場で換算し，被仕向国通貨建ならばコルレス銀行においては手数
料を徴収する。期限付手形も換算相場・手数料は同様であるが，利息の取立
指図があれば指図通り取り立てて手形金額と共に送金する。
④
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⑥ 送金が仕向地銀行に到着すれば，取立依頼に預り証と交換に支払われ
る。このときの換算相場は電信買相場である。
代金取立手形の勘定処理ほ，代金取立が完了した時に先方から送金されて
くるので，仕向地では代り金受領時に被仕向送金取引の起票処理に準じ，被
仕向地では送金時に仕向送金取引の起票処理に準ずればよい。
(2) 電信為替と郵便付替
逆為替系統の電信為替と郵便付替ほ主として銀行間取引に利用され，殊に
後者はもっばら本支店間の逆付換票 (DebitNote; D. N) として用いられる。
電信為替の例として，本邦のA銀行がB銀行に対し，ニューヨーク受渡し
の米ドルを売り，対価を日銀小切手で受け取ると共に， A銀行は自行のニュ
ーヨーク支店Cに自行名義の勘定から引き落してB銀行ニューヨーク支店D
への引渡しを電信指図し，他方B銀行は逆にDにCから取り立てて自行名義
の勘定への入金を電信指図する。起票処理ほ，
A 行 B 行
Dr. 振替伝票 Cr. Dr. 振替伝票 Cr. 
本支店当方 預 け 金 預 け 金 本支店当方
XXX  XXX  XXX  X X X  
市場電信相場を適用。 市場電信相場を適用。
c 行 D 行
Dr. 振替伝票 Cr. Dr. 振替伝票 Cr. 
Due from Banks I Head Office Head Office I Due from Banks 
0 X X X Inward X X X Inward x x x X X X 
郵便付替ほ例えば本店がニューヨーク支店のために立替払いをした際に，
逆付換票によって本支店間の勘定の付替えを行なうものである。その起票ほ
仕向地では輸出為替，被仕向地では輸入為替に準ずる。
